















































(1) 1945-1952 年（占領と復興）， (2) 1952-1964 （再生），










































































































































うかによってその答えはかわってくるであろう。 19 8 9年の昭和天皇崩
御は日本の長かった戦後の象徴的終鷲であった。冷戦の終結とともなっ
て， 19 9 0年代に入って日本の過去についての重い扉が聞かれた。日本
は50年間にわたった沈黙を今破ろうとしている。メディアは昭和の光輝
く部分と同様に，その陰穆な部分，隠された部分についても語ろうとして
いる．日本の侵攻による被害者への補償の要求によって，人々は日本の戦
時中の加害者としての役割にたいする認識を高めている。そして咋今，シ
ンポジウム等において，より率直な過去に関する討論が展開されている。
歴史というのは過去に何があったのかという見解である。一つの歴史と
いうものはない．例えばアメリカ人とは異なる日本人の歴史観があるとい
うことを想像するのはあまりに単純すぎる。必然的に歴史観は多様に存在
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する。歴史の共有は可能であるが，それは日本人とアメリカ人が，あるい
は日本人と近隣のアジア諸国の人々とが，全てにおいて同意することを意
味するのではない。共通する見解もあれば，論争するものもあるであろ
う．重要な事は異なる歴史観，過去観に対して互いに尊重しあう気運を高
めることである．今太平洋戦争終結から 50年以上が経ち，私たちは f歴
史戦争Jの終結をみることができる。そのためには，まず私たちが過去を
公正に見直すことが必要である．しかしアメリカのスミソニアン博物館に
おけるエノラ・ゲイの展示に関する議論のように，これは日本にとっても
アメリカにとっても容易なことではない。しかしながら，これは太平洋諸
国の人々の目指すべき方向なのである。日本人はたとえその結論に対して
同意しないとしても，過去に関する他の解釈を認め，それらに対してオー
プンで，そして誠実であるべきである．同様に，他の諸国の人々も日本の
歴史観を真剣に受け止め，受け入れるべきである。こうすることによって
のみ，未来へのビジョン構築のための協力関係が可能なのである。
東南アジアとの連携を求めて オルターナティプな市民社会の構想ー
村井吉敬
20世紀は国家と企業のっくりだした「進歩と殺害虫の世紀」であり，強
者の弱者への侵略と支配の世紀であった。日本は「アジア」を支配し侵略
し，いま『進歩j 「開発」のモデルを輸出している。 21世紀はさまざま
な兆候を読みとるとボーダーレス化が一層進展する時代になるだろう。し
かし，このことはただちにこれまでの強者であった国家，企業が衰退し，
「市民jが歴史の主人公になることとは直結しない。 「市民」が主体にな
るような働きかけと，強力な越境（トランスボーダー）運動が進められな
ければならない。ここではアジア，と〈に日本と東南アジアの戦後の関係
120 
を概観しつつ，これからのありうべき関係，すなわち市民どうしの対等平
等な関係を構築するには，どのような運動の方向性が考えられるのかを，
以下のような順序でお話ししたい。
1. AA連帯の時代と日本外交ー西側とアジア側のゆらぎ
2. 賠償とODAの連続性ー経済大固化のステップとしてのアジア
3. 政治大国への道一総合安保，国際貢献（PKO,ODA,NGO)
4. 分断されるビープル一国家・多国籍企業・民族・ビープル
5. 民衆の越境行動越境参加民主主義，民衆際自治
6. 実践へオルタ・トレード，自由学校，百姓交流など
日本のアジア，アジアのアジア
萎尚中
戦後五十年を過ぎ，アジア（・太平洋）地域にはゆるやかな経済的相互
依存の関係のネットワークができあがりつつある．もちろん，その内部に
は経済的格差や貧困，環境破壊や人権の侵害など，数多くの問題が累積さ
れている。にもかかわらず，かつての「停滞」と「後進性J一色に塗りつ
ぶされたアジアのイメージが変化しつつあることは否定できない。そうし
たなか，戦前の突出した軍事力と，戦後の強大な経済力を背景に，西洋と
東洋，先進国とアジア諸国の橋渡しを任じてきた日本は微妙な立場に追い
込まれつつある。すでに「ジャパン・パッシングjと言えるような状況が
顕在化しつつある一方，アジアにおける日本の地位はその圧倒的な優越性
を失いつつある。
このような明治以来の近代日本が想定しえなかったアジアの政治・経済
的な構図の変動は，冷戦の終駕（朝鮮半島などを別として）とともに地政
学的なまとまりをもったアジアという意識を一層際立たせることになっ
た。と同時に新しいアジアの表層を突き破るように戦前の歴史の記憶がよ
みがえり，日本とアジア諸国との聞に度重なる摩擦と車L様が繰り返される
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ようになった。
ふりかえってみれば，アジアが地政学的にひとつのまとまりをもった地
域として意識されるようになったのは，逆説的ではあるが，日本の植民地
支配と侵略的な「共栄圏」の成立を通してであった．この「日本のアジ
ア」が，敗戦とともに崩れさったにもかかわらず．とれまた逆説的にも米
国を中心とする押しつけられた地域統合の過程を通じて戦後の日本は，東
南アジア地域に圧倒的な経済的権益を獲得することになったのである。そ
れは，アジアにおける冷戦と米国指導による日本の戦後復興の結果であっ
た。誤解を恐れずに言えば，戦後の日本は米国の覇権のもとで「大東亜共
栄圏Jに匹敵するような経済的ヘゲモニーを確立することになったのだ。
しかし，戦前の日本が，戦争に敗れることによって間接的にアジアの脱植
民地化を促したように，戦後の日本経済は，日本に有利な垂直分業の形を
とっているにしても，アジア諸国の経済的なテイク・オフを促し，同時に
アジア経済の大きなネットワークのなかに組み込まれようとしている。
このような複雑に入り組んだ諸関係と歴史のなかにアジアと日本をめぐ
る過去と現在があることを今一度検証してみることが必要である。それ
は，現在のなかにある過去を見つめ直し，また過去の記憶を現在の姿を通
じてとらえ返す作業である．
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パネル・ディスカッション（2) 
「イメージと現実マスメディアの役割J
陸培春
1. 2 IC，日本人は前向きか後ろ向きか
日本人は”軍国主義”を批判したか。
”普通の国家”論と軍事力による平和主義
海外派兵と徴兵制の復活
2.戦争と平和と日本人
アジアからみた日米安保再定義
日本はアメリカの共犯者か（基地問題）
永世中立軍事同盟のない世界めざして
3. アジアのなかのニッポン
衷仁俊
”憲法こそ宝”という自信
日本ができる”国際貢献”とは？
アジア諸国との連帯
固と国の問，また多国間において共生の精神を発縛して平和と繁栄を共
有しようとする努力はいうまでもなく極めて大事である。例えば，日韓関
係を見ても二国間の問題だけでなく，アジア太平洋地域，その上，グロー
パルな問題でも協力する必要性はますます増大しつつある．マスメディア
はこのような共生の精神と協力関係を促進させることに寄与するのが望ま
しい。
しかし，マスメディアが政府間の関係，国際経済関係及び民間関係の現
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実とかけ離れて共生と協力の当為論だけを唱えることには限界がある．日
韓両国のマスメディアに対し， 「相手国の悪い点だけを敏感に伝える傾向
がある。そのような報道が両国民の感情を悪い方向に刺激するJという指
摘がある。しかし，例えば植民地支配と侵略を否認したり正当化しようと
する日本の一部の政治家たちの発言を韓国の新聞が黙認するとしても問題
が根本的になくなるのではない．
歴史は過去に起こったととであるが，現在に生きていて未来とつなが
る．それゆえ我々は歴史を学ぶ。言論報道メディアが歪んだ歴史観や歴史
教育に対して指摘しないで目を閉じるのが共生と協力に寄与することでは
ない。共生と協力の可能性を見せる出来事や動きをもっと積極的に探して
正しく評価して伝える努力は重要だ。言論の，国民を正しい方向に啓発し
導く機能も必要である。このためにマスメディアは自ら偏見を克服し，釣
り合った視点を失わないように自己点検をしなければならない。
食宣国
日本にとって，アジア諸国からの真の信頼を受け，真の平等の友好協力
関係を建てる上で，何よりも大切なことは，過去日本軍国主義が行った侵
略戦争に対して，明確且つ正しいけじめをつけることである。つまり，心
から誤りと罪を認める上に，軍国主義がいかなる形による復活もできない
ように，あらゆる必要な措置をとるべきである。
過去の誤りと罪を認めない限り，それを立証できる具体的な措置をとら
ない限り，日本は永遠にアジア諸国から真の信頼を受けることはない。こ
のまま続けていけば，日本がさらに発展することはどうしても困難であ
る。
過去日本軍国主義がアジア諸国に対して侵略戦争を行っていた長い時期
において，日本のマスメディアはあの侵略戦争の鼓舞者であり，軍国主義
のお先俸をかつぐ役割を果たした。これも歴史の事実である。今日，日本
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が正しい歴史教訓を心にとめ参考にし，平和的に発展する道を堅持してゆ
き，アジア諸国との聞に平等の友好協力関係をつくるには，日本のマスメ
ディアがプラスの推進役になるよう，私は期待している．
過去の誤りと罪を認める上に再発の予防措置をとるモデルが一つある
が，それはドイツである。ドイツも日本と同じ自由主義国家であり，資本
主義国家である。ドイツができた事は，日本もやるべきではないか。どう
して日本がやらないか。
